
  

「口を開いて伝える理由」 

 

  「イエス」という言葉は、十字架と復活という言葉が、信じる

人の口から出るときに、たとえそれがたどたどしかったり、論理的

でなかったとしても、そのことばの持つ強い力のゆえに、その結果

は、迫害か救いかのどちらかに分かれます。 
そのことばは何事もなく通り過ぎることはなく、聞く者が救われ

て立ち返るか、または拒否する者が歯ぎしりして対抗するのです。

あなたはどちらを選びますか。この世に嫌われるからと言って、口

をつぐんだまま福音の驚くべき力から目をそむけ、ただ平凡に生き

たいと思いますか。自分が救われればそれでいいと思いますか。 
それともこの世から嫌われて迫害されても、ひとりのたましいが

主に立ち返る力を体験したいと思いますか。 
私たちはどちらかを選ばなければなりません。 
 

 私たちは沈黙していてはいけません。イエス様を信じる人があち

こちで侮辱されたとしても、語るべきことは語らなければなりませ

ん。ある指導者が失敗し、ある教会が腐敗するようなことがあった

としても、私たちは語らなければなりません。今は終わりの時だか

らです。重要なのは、私たちが口を開いて語らなければならないと

いうことです。 
クリスチャンの口から出ることばは、その人の言葉ではなく、神

様のことばであり、力あることばであり、聖霊のことばであるから

です。どんな試練や苦難が襲ったとしても、主が再臨される日まで

口を開いて福音を伝える私たちとなりましょう。 
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§今年の教会テーマ 

 「主を仰ぎ見つつ」 

 

§今年の主題聖句 

 

  「信仰の創始者であり完成者であるイエスから、 

   目を離さないでいなさい。」    ヘブル 12 章 2 節 

      「彼らが主を仰ぎ見ると、彼らは輝いた。」  詩篇 34:5 
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 3 月 10 日 

 

本日のメッセージ    「そばに立ってくださる主イエス」   

聖 書 箇 所       使徒 23：1〜24 

 

 

1． パウロの素直さ                      ２３:5 

パウロは「あなたは白く塗った壁だ。…」と非難した相手は、大祭

司であると知らされると、すぐに何の言い訳や、主張もせずに、「あな

たの民の指導者を悪く言ってはいけない 出 22:28」という聖書のこと

ばに従って受け入れた。 

ここに、彼のうちにあった「素直な心」というものに気づかされる。 

＊素直な心→自分の考え、意見にこだわらず、人の意見をも受け入

れることができるこころ。 

自分のミスや失敗をすぐに認めて謝ることのできるこころ 

◎すなおの反対語→頑固、強情、意地っ張り 

 

 ＊「柔和」という言葉は、聖書では「素直」と原語（ギリシャ語）では同

じ場合が多い 

 

2． 主はパウロのそばに立って              ２３:11 

    殉教の死の陰が間近に迫ってきているような状況に置かれたパウ

ロに、主は夜、そばに立って「勇気を出しなさい」と励まされた。 

 主は私たちが誰にも理解されず、相手にされないと思えるような時

でも決して忘れず、苦しみの中にあるあなたのそばに立って、支え

励ましてくださるお方です。 

＊ヘブル 13:7 主ご自身が「わたしは決してあなたを見放さず、

あなたを見捨てない」と言われたからです。 

寂しく牢獄にいたヨセフだが、創世記 39 章には「主が彼と共にいて」

という語句が 4 回も繰り返されている。 39:2，3，21，23 

 

3． 信じる者には、神による「ところが、…」がある    23:16 

 信じる者に対して、神様はご自分を信じない者からは「それは偶然

だ」と言われるようなことをもって守り助けてことをしてくださる。 

 マルコ 16:3-4 

 彼女たちは、「だれが墓の入り口から石を転がしてくれるでしょう

か」と話し合っていた。4 ところが、目を上げると、その石が転がして

あるのが見えた。石は非常に大きかった。 

 

 ※分かち合いの手がかり 

   ＊これまで素直であることについてどのように考えてきましたか。 

 ＊自分自身は素直な方でしょうか。それともどちらかというと頑固な

方でしょうか。 

＊確かに主が私とともにいて下さると確信できた経験がありますか。 

＊主はあなたを助けたり必要を満たすために、思いがけない人をも

用いて下さるお方です。あなたにそのような経験がありますか。 

 

 

                 〚報 告〛 

※ 先週の日曜午後にもちました「会話伝道セミナー」は、ギデオン協会

主事の石橋兄を講師に迎えて、大ぜいの兄姉の皆さんと和やかな雰

囲気の中で楽しく、伝道の具体的アプローチについての学びとレッス

ンの時を持つことができました。 

※ 能登半島震災支援献金は３日の日曜までに 99,285 円 捧げられま

した。 

※ 泉田真理兄は先週、主の祝福のうちに関西聖書学院を卒業しました。

今後は教会奉仕者として鈴鹿キリスト福音教会に仕えていきますが、

主が泉田兄の奉仕を祝福して下さり豊かにお用い下さるようにお祈りく

ださい。 


